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A1

デスティネーション・
マネジメント（観
光地経営）戦略
と実行計画

①  観光計画等に「日本版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳ
ＴＳ－④）」に取り組むことを明記していること

●

○年○月に発行の○○町観光ビジョンにJSTS-Dに取り組むことを明記している。 （URL：www:～）

①  観光計画等に「日本版持続可能な観光ガイドライン
（JSTS-D）」に取り組むことを明記していること

●
2023年度中に小豆島全体の観光計画を小豆島町・土庄町が小豆島観光協
会に委託する形で観光ビジョンを策定し、その中でJSTS-Dに取り組むことを明記す
る。

②  観光計画等は、複数年の計画であること ● 5か年計画として策定する。

③ 観光計画等は、定期的な見直し（少なくとも５年ごと）及
び一般公表をしていること

● 5年ごとに見直し、一般公表をする予定。

④ 観光計画等は、ステークホルダー（地域住民を含む）の参
加によって策定していること

● 観光計画策定にあたってはステークホルダーにワークショップなどで参加してもらう。

⑤ 観光計画等に関連する取組の結果を公表していること ● 取組の結果について公表する予定。

① 管理組織には、持続可能な観光の推進に専念できる担当
者（サステイナビリティ・コーディネーター）がおり役割が定められ
ていること

●
小豆島観光協会：塩出 慎吾
小豆島町：片岡 琴未
土庄町：中岡 恵麻

辞令書
STTP試験合格証明書

② 管理組織の構成員は部局横断的かつ観光地域の規模に
見合ったものであること

●
商工観光課：サステナビリティ・コーディネーター
各課から最低1名
地元事業者：あらゆる分野の事業者

土庄町実施体制

③ 管理組織運営のための財源が確保されていること
● 小豆島町・土庄町共に事業予算を確保している。 R5年度事業予算

①  調査の仕組みを定期的に見直していること ● 小豆島観光協会が今期実施予定。

②  定量化できる社会経済・文化・環境に関する目標を設定し
ていること

● 小豆島観光協会が今期実施予定。

③  調査を定期的に行い、その結果を公表していること ● 小豆島観光協会が今期実施予定。

A4 観光による負荷
軽減のための財源

①  目的を明確にした財源を確保、運用していること ●

A5
事業者における持
続可能な観光へ
の理解促進

① 地域のステークホルダーによるGST公認のトレーニングプログラ
ムの参加状況を把握し、公表していること

●
小豆島町：2021年11月にGSTC研修実施
土庄町：2022年8月にGSTC研修実施
2023年度も両町合同で実施する予定。

GSTC研修【小豆島町】

A6 住民参加と意見
聴取

① 官民、住民等の地域のステークホルダーが参画する「日本版
持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」に基づいた持続可
能な観光の推進を担うワーキンググループ（WG）等があり、定
期的な意見交換の機会があること

●
小豆島町と土庄町は、最低月1回、アセスメントレポートの見直しやR5年度の事
業に向けた協議を行っている。また、GSTC研修受講者によるWGを発足し（非
公式facebook)、意見交換できる場を設定。

① 調査結果は、一般公表されていること ●
2023年にポスティング調査を実施する予定。日本遺産関係で、同様な調査を実
施しているので、参考にする。

②調査は、少なくとも毎年度行われていること ●
2024年にポスティング調査を実施する予定。日本遺産関係で、同様な調査を実
施しているので、参考にする。

③調査結果を次年度の運営改善（肯定的な回答割合の増
加等）に役立てていること

●
2025年にポスティング調査を実施する予定。日本遺産関係で、同様な調査を実
施しているので、参考にする。

A8 観光教育
① 地域コミュニティ、特に児童・生徒に対して観光に関する教育
が実施されていること

●

学校現場においては、子供たちが考えて提案したSDGsに関する取り組みを行うな
ど拡がりを見せている。また、町職員がSDGsについて説明する出前講座なども実
施している。英語通訳ガイド養成においても、SDGsを意識した養成内容になって
いる。

R05.04.21_ 苗羽小学校総合学習持続可能な
観光についての講演

① 調査結果は、一般公表されていること ●
QRを読み込んで回答できるアンケートや紙ベースのアンケートをホテルと船で実施出
来るようにする。

② 調査は、少なくとも毎年度行われていること ●
QRを読み込んで回答できるアンケートや紙ベースのアンケートをホテルと船で実施出
来るようにする。

③ 調査結果に基づいた、旅行者満足度向上のための対策を
講じていること

●
QRを読み込んで回答できるアンケートや紙ベースのアンケートをホテルと船で実施出
来るようにする。

① プロモーションについては、市場調査及びデータに基づく正確
な情報を提供していること

●
2022年に寒霞渓でナイトツアーを実施。2023年度以降は、予算次第で実施する
予定。

せとうち星山 寒霞渓
スピリチュアルナイトツアー2022
https://shodoshima-night.com/

② プロモーションの効果測定を行っていること ●
2022年に寒霞渓でナイトツアーを実施。2023年度以降は、予算次第で実施する
予定。

せとうち星山 寒霞渓
スピリチュアルナイトツアー2022
https://shodoshima-night.com/

③ 求めるターゲット層の誘致拡大に向けた新商品の開発に地
域発意で取り組んでいること

●
2022年に寒霞渓でナイトツアーを実施。2023年度以降は、予算次第で実施する
予定。

せとうち星山 寒霞渓
スピリチュアルナイトツアー2022
https://shodoshima-night.com/

① 宿泊客数及び日帰り客数を計測・公表していること ●
小豆島観光協会において、宿泊客数及び観光客数を集計しており、香川県が
取りまとめ、毎年公表している。

令和３年香川県観光客動態調査報告(確定版)：
https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/340
90/kakutei.pdf

② 客数の計測は、全体、外国人・日本人別、年齢別に分かれ
ていること

●
宿泊客数においては、外国人・日本人別で集計しているが、観光客数については
全体での数値のみである。

③ 月ごと（季節ごと）の観光客数を計測していること ●
毎月、船の乗降客数より、観光客数を計測している。また、主要観光施設におけ
る毎月の入込客数についてもデータを取っている。

④ 繁閑差を考慮した誘客のための取組を行っていること ●

土庄町が主催する全国規模のマラソン大会を毎年11月に開催していたが、閑散
期尾1月に実施するよう変更した。
小豆島町では令和4年12月、地酒や地場産品を楽しみながらウォーキングを行う
ONSEN・ガストロノミーウォーキングを実施。

R04.01.24＿タートルマラソン 閑散期開催案
内

⑤ 旅行者の目的・行き先（昼夜間の動向など）を把握してい
ること

●
R3年度、位置情報を活用した観光動向分析調査を実施。旅行者の目的・行き
先を把握している。
今後、調査範囲を拡張する予定。

⑥ 旅行者の数と活動の影響は、調査によって明らかにされてい
ること

●
R3年度、位置情報を活用した観光動向分析調査を実施。旅行者の目的・行き
先を把握している。
今後、調査範囲を拡張する予定。

① 計画、規制等は、住民の意見を聴取・反映し、十分な検討
の元に定めていること

●
住民の意見を聴取、反映しながら作成した景観条例や景観計画があり、将来の
ため保護され、受け継がれるべき伝統・文化遺産・芸術などを尊重されるような内
容になっている。

土庄町景観計画（概要版）
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/6/272_1.pdf
土庄町景観条例
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/sect
ion/reiki_int/reiki_honbun/o116RG000005
82.html

② 計画、規制等の内容は、一般に公表・遵守されていること ● ホームページで公表している。

A13 適切な民泊運営 ① 不適切な民泊があった場合に適切な指導を行っていること ●
豊島地にはホテルがなく、個人がそれぞれで経営している民泊のみある。豊島民
泊組合があり、定期的に話し合いが開催されている。

豊島民泊組合：https://teshima-
navi.jp/spot/minpaku/

① 気候変動による負の影響を軽減する計画や方針があること ●
国の「地球温暖化対策計画」に即し、温室効果ガスの排出抑制等のための施策
に関する事項を定める「土庄町・小豆島地球温暖化対策実行計画」を定めてい
る。

② 住民、観光事業者、旅行者向けの気候変動による影響に
関する教育や意識向上の取組がある

●

「COOL CHOICE」という地球温暖化対策のための国民運動に賛同し、この運
動を普及啓発している。2030年度に温室効果ガスの排出量を2013年度比で
26％削減するため、地球温暖化に資する「賢い選択」をするよう町HPでも呼び掛
けている。

COOL CHOICE 呼びかけHP
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyo
sei/soshiki/jumin/1/1/319.html

① 災害等の非常時における計画において、外国人旅行者を含
む観光客への対応も含んでいること

●

小豆島町の地域及び住民の生命、身体並びに財産を災害から保護することを目
的に策定している「小豆島地域防災計画」の中で、地理に不案内な訪日外国人
を含む観光客に対し、避難対象地域、指定避難所等についての広報を行うよう
努めるとしている。また、帰宅困難となった観光客の避難誘導方法や公共交通
機関の運行状況等の情報の素早い提供手段を定め、災害時の帰宅支援が円
滑に実施できる体制整備すると定めている。土庄町も同様に「土庄町地域防災
計画書」がある。

土庄町地域防災計画書
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/5/R4bousai_ippann.pdf

② 災害等の非常時における計画は、定期的な見直しがなされ
ていること

●
総務課が年に1回地域防災計画書やハザードマップ、その他の防災に関する計画
書を見直しており、改正部分は赤で示している。

土庄町地域防災計画書
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/5/R4bousai_ippann.pdf

③ 所管する観光案内所、旅客施設等に非常用電源装置や
情報端末（スマートフォン等）への電源供給機器等の整備が
なされていること

●
主要観光施設に非常用電源装置が設置されている。主要観光地以外の所も設
置を進めていく予定。

取組の状況

地域名（団体名）：
記入者（担当者）：

連絡先：

SECTION A: Sustainable management
持続可能なマネジメント

大項目 小項目

A(a) マネジメントの組織と枠組み

A9 旅行者意見の調
査

A1

デスティネーション・
マネジメント（観
光地経営）戦略
と実行計画

A2

デスティネーション・
マネジメント（観
光地経営）の責
任

A3 モニタリングと成
果の公表

A(b) ステークホルダーの参画

A7 住民意見の調査

A10 プロモーションと情
報

A(c) 負荷と変化の管理

A11 旅行者の数と活
動の管理

A12 計画に関する規
制と開発管理

A14 気候変動への適
応

A15 危機管理

カテゴリー毎

取組の内容
取組を裏付ける情報等

（参考資料名、掲載URL等）
※URLがない場合は、URLの記載不要

備考

入力例



④ 災害等の非常時に備えた事業者、住民等に対する訓練や
研修を行っており、旅行者に対しても非常時における行動等に
ついて周知・啓発を行っていること

・町職員の危機管理能力を高めるため、2020年10月から、毎年度15名の係⾧
級職員を対象に、香川大学をはじめ、関係機関の協力を得て、「危機管理研修
プログラム」を実施している。
・各自治会において地域住民向けの避難訓練を定期的に実施している。
・防災に関する情報を町HPにて発信している。
・非常時の際の旅行者への周知は、現在は町内放送のみだが、今後はYahooの
災害協定を締結の予定。災害時にプッシュ通知でタイムリーな災害情報を提供で
きるようにする。

・小豆島町～まちの付箋紙～_危機管理研修
プログラムの実施について
https://shodoshimacho.tumblr.com/
・小豆島町HP_防災危機管理
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyous
ei/kakuka/somu/2_1/3/index.html

⑤ 災害等の非常時において正確な情報を伝わる表現で情報
発信がなされていること

道の駅内の観光案内所に設置した観光案内デジタルサイネージで、災害時には
多言語で避難や避難所の指示ができる。

【写真】オリーブナビ小豆島_デジタルサイネージ

A16 感染症対策
① 事業者等に対して業種ごとに作成された新型コロナウイルス
感染症予防ガイドラインに沿った対策の徹底を促すとともに、旅
行者に対して感染症予防に係る周知を行っていること

●

ホームページに対象者を町民・事業者・観光客など項目分けし、それぞれのコロナ
対策情報を記載している。
小豆島への旅行の際に観光客に配慮いただきたい事項を示したチラシを作成し、
小豆島へ航路を持つ港や船内で配布・設置をしている。

・土庄町HP：
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyo
sei/kinkyu/1579.html
・小豆島町HP_小豆島へお越しの皆さまへ
https://www.town.shodoshima.lg.jp/kanko
/news/4615.html

① 地域への直接的な経済波及効果（観光消費額）について
測定し、公表していること（直接効果の把握）

●
今期中に取り組みを予定してい
る。

② 産業連関分析等を用いて観光による間接的な経済波及効
果について測定し、公表していること（間接効果の把握）

●
今期中に取り組みを予定してい
る。

③ 観光に伴う不動産開発が地域社会に与える影響について把
握、公表していること（地価、家賃等の動向把握）

●
今期中に取り組みを予定してい
る。

④ 観光関連業種における雇用者数（雇用誘発効果）を調
査し、公表していること

●
今期中に取り組みを予定してい
る。

① 観光関連事業者への就業を促進する取組があること

●

国から地域雇用活性化推進事業の採択地域に選ばれ、地域経済の発展を図ってい
る。
具体的には、雇用機会の不足や過疎化が進む中で、「魅力ある雇用」や「それを担う
人材」の維持・確保を図るため、企業向け支援として「自社や地域の魅力再発見」講
習・支援、求職者向け支援として「Web・SNSプロモーション講習」、そして両者をマッチ
ングする就職促進の取組として「UIJターンに向けた移住＋仕事セミナー」などに取り組ん
でいる。

小豆郡地域の地域雇用活性化推進事業の概
要https://jsite.mhlw.go.jp/kagawa-
roudoukyoku/content/contents/00123702
4.pdf

②性別、年齢、季節等に左右されない、安定した雇用や公正
な賃金の実現に向けた取組を行っていること

●

国から地域雇用活性化推進事業の採択地域に選ばれ、地域経済の発展を図ってい
る。
具体的には、雇用機会の不足や過疎化が進む中で、「魅力ある雇用」や「それを担う
人材」の維持・確保を図るため、企業向け支援として「自社や地域の魅力再発見」講
習・支援、求職者向け支援として「Web・SNSプロモーション講習」、そして両者をマッチ
ングする就職促進の取組として「UIJターンに向けた移住＋仕事セミナー」などに取り組ん
でいる。

小豆郡地域の地域雇用活性化推進事業の概
要https://jsite.mhlw.go.jp/kagawa-
roudoukyoku/content/contents/00123702
4.pdf

① 地域の特産品やサービスの利用を促進していること ●

日本一のオリーブの産地として、オリーブ課を設置し、オリーブトップワンプロジェクトの推進により、オリーブオイ
ルなどの特産品をはじめ、オリーブの多面的な活用を推進している。
＜小豆島オリーブトップワンプロジェクト第Ⅳ期計画（2020年～2024年)＞
キーワード「産地の継承」「人と財を育む」「ブランド力の強化」
(1) 安定生産と高品質化のための研究・開発
  ・新品種（香オリ3号、香オリ５号）の活用推進
 ・病害虫防御対策の検討や適切な施肥管理の推進
(2) 担い手の育成と6次産業化の推進
 ・栽培のしおりの配布や栽培研修会実施による基本栽培の徹底・励行
 ・新規参入者への技術指導や採油用関連機械の導入による技術の向上
(3) 産地間競争を生き抜く製品づくり
 ・オリーブオイル品評会の開催や海外品評会への出品奨励
  ・「オリーブ搾り果実」や「枝葉」の農畜水産物や堆肥への有効活用
(4) ブランドイメージの強化
 ・オリーブ検定の実施や結婚・出産・移住・小学校入学記念苗木の贈呈によるオリーブに親しむ機会の
創出

② 地元の観光関連の中小企業等が、より市場に参入しやすく
なるように支援していること

●

国から創業支援事業計画の認定を受け、創業計画の作成や資金調達に関する
支援のほか、記帳・税務等の幅広い経営支援を行っている。
同様に先端設備導入計画の認定を受け、生産性の向上に繋がる設備投資に対
する税制支援により、意欲ある中小企業者の後押しを行っている。

創業支援事業計画：
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyo
sei/soshiki/shoko/1/1/259.html
先端設備導入計画：
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyo
sei/soshiki/shoko/1/1/340.html

B4 コミュニティへの支
援

① 事業者や旅行者が住民と共に、地域社会や地域の文化・
自然環境の保全に貢献できる機会があること

●

島内で移住・定住促進活動や空き家活用対策などを行っている「NPO法人ト
ティエ」が空き家整理などで出たお皿や骨董品、家具などを無料で譲渡するリサイ
クル市（くるくる市）を開催している。（新型コロナウイルス感染症対策のため現
在は島民限定で実施）
また、いつでも誰でも取り組みが出来るように、海などにごみ箱を設置する予定。

NPO法人トティエHP_くるくる市
https://totie.org/news/kurukuru2110/

B5 搾取や差別の防
止

① 取組は地域住民と旅行者を含み、観光地域全体に周知さ
れていること

●
両町とも人権推進室があり、人権についてホームページで周知している。また、最近
では新型コロナウイルス感染症が流行しているため、、防災無線で旅行者に対す
る誹謗中傷を防止するために周知している。

土庄町人権推進室：
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyo
sei/soshiki/jumin/jinkensuisin/1546.html
小豆島町人権推進室：
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyous
ei/kurashi/jinken/1/index.html

B6 地権と使用権利
① 資産取得に関する政策等は、住民の意見を反映して策定さ
れ、住民の権利を保護するものであること

●

町内に所有している建物を空き家バンクに登録し、移住者が利用するといった制
度を設けている。空き家バンクを活用することで、住民が使用しなくなった建物を
移住してくる人に提供でき、その施設で飲食店など事業ができるようにもなってい
る。その場合、さらにリフォーム費を補助する制度などある。

土庄町空き家バンク：
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyo
sei/soshiki/kikaku/2/akiyabanku/index.ht
ml
小豆島町空き家バンク：
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyous

① ガイドの安全を管理するガイドラインがあること ●

ガイドラインは今期中に作成を予定している。また現時点で開催している小豆島
観光協会主催のツアーについては民間保険会社の普通傷害保険および賠償責
任保険に加入している。
観光客をボランティアで案内している小豆島観光ボランティアガイドクラブ会員は、
小豆島町総合災害補償規定に基づき、総合賠償補償保険に加入している。

② 防犯への取組を行っていること ●

住民や旅行者が利用する町内の主要の港に防犯カメラを設置し見守りを強化し
ている。
住民や事業者が設置する防犯灯の設置に要する費用を補助し、夜間における町
内の防犯体制を強化している。

土庄町防犯カメラの設置及び運用に関する要
網：
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/section/r
eiki_int/reiki_honbun/o116RG00000731.html
土庄町防犯カメラ設置促進事業補助金交付要
綱:https://www.town.tonosho.kagawa.jp/sectio
n/reiki_int/reiki_honbun/o116RG00000866.html

③ 観光地等において、タクシーの乗降場所等を明示しているこ
と（白タク対策）

● 各港や観光施設において明記されている。

④ 安全や治安に関する情報を公表していること ●

香川県警察が実施し、データをウェブサイトで公開している。
また、消防・救急業務は、小豆地区広域行政組合において実施しており、火災・
救助発生時における電話案内や情報を提供しているほか、AED設置場所をホー
ムページで掲載している。AEDの使用研修などは、小豆地区広域行政組合が行っ
ている。

AED設置について（小豆消防）：
http://syouzu119.jp/PDF/qq_AEDsettiitiran
.pdf
香川県警察HP_安全・安心地図情報提供シス
テム
https://www.keisatsu.pref.kagawa.lg.jp/am
ap/

⑤ 地域住民・旅行者（外国人旅行者を含む）を受入れるの
に十分な医療体制があること

●

小豆島中央病院は、医療機関における外国人患者の受け入れに関する実態調
査の8ページ、外国人患者を受け入れる医療機関の情報を取りまとめたリストに
明記されている。また、香川県立中央病院と連携しており、重症患者などはヘリコ
プターや船で運ぶことが出来る体制がとられている。また、海上タクシーを使用した
場合の費用については補助金制度を設けている。

医療機関における外国人患者の受入れに関す
る実態調査四国版（引用）：
https://www.soumu.go.jp/main_content/0
00676077.pdf
土庄町救急患者輸送費補助事業：
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyo
sei/soshiki/kenko/1/1/277.html

⑥ （宿泊施設・旅行業者等を通じて、）「外国人患者を受け
入れる医療機関」を取りまとめたリストに則って、外国人旅行者
に域内及び周辺の医療機関に係る情報を提供していること

●

① ユニバーサルデザインの普及（バリアフリー対策等）を推進し
ていること ●

公衆トイレにおいて、バリアフリートイレの整備を進めている。
寒霞渓ロープウェイの駅舎のトイレのロゴ（表記）は、障害がある方でも分かりや
すいフォントやイラストでデザインされている。

【写真】寒霞渓_こううん駅_トイレ表記

② 公衆トイレの洋式化（ウォシュレットなど）を推進しているこ
と

● 町が管理する施設や、観光地及び観光施設のトイレの洋式化を推進している。 残石トイレ洋式化

③ 公共スペースにおける無料Wi-⑥i環境整備を推進しているこ
と

●
香川県が整備する無料公衆無線LAN「かがわWi-Fi」が町内の宿泊施設や飲食
店、公民館などに拡充しており、主要観光地にも町が整備を行っている。

うどん県旅ネット_かがわWi-Fiマップ
https://www.my-
kagawa.jp/wifi/map?lang=jp

④ キャッシュレス環境整備を推進していること ●
町内観光関連施設でのキャッシュレス環境整備は進んでおり、令和3年10月から
は島内の路線バスで利用できる交通系ICカード全国共通利用サービス（１０カー
ド）を開始した。

土庄町HP：
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyous
ei/kakuka/kikakuzaisei/1/rosenbasu/6363.
html

⑤ 多言語による案内の充実を推進していること
●

ホームページでは、英語、韓国語、、フランス語、中国語といった多言語に対応して
いる。また、パンフレットに関しては、ガイドブックの英語版と台湾語版、小豆島マッ
プの英語版を作成し設置・配布している。

うどん県旅ネット_香川県多言語コールセンター
https://www.my-kagawa.jp/jp/ipCC/
小豆島観光協会パンフレットダウンロード：
https://shodoshima.or.jp/booklet/

⑥ 多様な宗教・生活習慣への対応を推進していること ●
R3年度において、ベジタリアン・ビーガン対応のメニュー開発を行い、実際に島内ホ
テルや飲食店での提供を行っている。今後さらに食の多様性に対応できる島内飲
食店を増やすため、本事業において研修や実証実験、メニュー開発を行う予定。

小豆島食材を活用したベジタリアン・ヴィーガンメ
ニューの開発

B(a) 地域経済への貢献
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B8 多様な受入環境
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⑦ 域外から観光地への公共交通機関等によるアクセスが確保
されており、公共交通機関の利活用が推奨されていること

●

2016年に策定した小豆島地域公共交通網形成計画において、「過度な自動車
利用に頼らない小豆島」を一つの基本方針とし、高額であったバス運賃を上限
300円とした。また、交通結節点における駐車場や駐輪場を整備し、パーク＆ライ
ドやサイクル＆ライドを推進するなど、公共交通機関である路線バスの利用促進
を図っている。なお、第１期計画（2016年度～2020年度）の成果を踏まえ、
第2期計画（2021年度～2025年度）を策定し、路線バスの運行経路の見直
しや航路と路線バスとの接続改善を実施予定であり、更なる利活用を推進してい
る。

小豆島地域公共交通網形成計画：
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyosei/s
oshiki/kikaku/1/1930.html

① 景観等の保全に関する計画があること ●

両町共に文化財保護条例がある。
＜中山地区棚田保全事業＞
地元住民と町とが共同で「日本の棚田百選」の指定を受けた中山千枚田の景
観保全事業を実施している。
＜宝生院のシンパク再生事業＞
地元有志と町と所有者が共同で、国指定特別天然記念物に登録されている
「宝生院のシンパク」の再生事業を５か年計画で実施した。

＜土庄町文化財保護条例＞
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/sect
ion/reiki_int/reiki_honbun/o116RG000002
35.html
＜宝生院のシンパク保存活用計画書＞
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/11/hozonkatsuyokeikaku.
pdf
・小豆島町文化財保護条例

② 保全管理の状態を確認し、必要な対策を行っていること ●

＜中山棚田保全事業＞
小豆島町中山棚田協議会は毎年、「棚田利用状況調査」を実施し、耕作地や
遊休田の現況把握。大学生ボランティアの受入を行い、地元協議会や水利組合
と協力をして遊休田を耕作し、景観保全に取り組んでいる。
＜宝生院のシンパク＞
次世代に再生事業を残すために、宝生院のシンパク保存活用計画書を作成し
た。また、保存体制も整え、定期視察を行っている。
その他の文化財も定期的にモニタリングを実施している。

＜宝生院のシンパク保存活用計画書＞
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/11/hozonkatsuyokeikaku.
pdf

C2 有形文化遺産 ① 有形文化遺産（工芸品等）のリストがあること ●
両町共に、国が定める「文化財保護法」やその他、県、町が定める条例によって、
重要なものの指定・登録を行い、リスト化している。

国・県指定
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/11/bunkazai1.pdf
土庄町指定
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/11/bunkazai2.pdf
・小豆島町文化財保護条例
・国の登録有形文化財一覧
・国・県指定文化財一覧
・町指定文化財一覧表

① 無形文化遺産のリストがあること ●
両町共に、国が定める「文化財保護法」やその他、県、町が定める条例によって、
重要なものの指定・登録を行い、リスト化している。

国・県指定
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/11/bunkazai1.pdf
土庄町指定
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/11/bunkazai2.pdf
・小豆島町文化財保護条例
・国の登録有形文化財一覧
・国・県指定文化財一覧
・町指定文化財一覧表

② 地域の行事（祭り等）の保存に努めていること
小豆島町指定の4つの無形文化財のうち3つ（オシコミ、大練り、幟さし）は秋祭
りにて行われる伝統行事であり、伝統ある貴重な町の文化財として保護されてい
る。

【写真】小豆島町の無形民俗文化財

③ 伝統文化の次世代継承を支援するための取組があること

景観や自然、文化遺産等の地域の「宝物」を、適切に保護と活用を推進してまち
づくりに活用するため「文化財保存活用地域計画」を策定し、各種施策を進め
る。

小豆島町文化財保存活用地域計画
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyousei/k
akuka/shogaigakushuka/2/7827.html

C4 地域住民のアクセ
ス権

① 問題が生じている場合、対応策が講じられていること ●

国指定史跡「大坂城石垣石丁場跡（小豆島石丁場跡）」は遊歩道を整備し
ているが、山中に点在しているため、草木に覆われやすく、獣害により遊歩道が荒
らされることも多い。そのため、地元に定期的に草刈り等を協力いただいており、そ
の際に危険な場所等の報告があれば町で迅速に補修など行っている。

C5 知的財産 ① 保護対象とする知的財産のリストがあること ●
香川県知財総合支援窓口より毎月一回、アドバイザーの派遣を行っており、町内
の事業者が相談できる体制を整えている。「小豆島オリーブオイル」が商標登録さ
れており、特許庁のHPにて公開されている。

商標登録第5800807号 小豆島オリーブオイル
（しょうどしまおりーぶおいる）
https://www.jpo.go.jp/system/trademark/gaiy
o/chidan/shoukai/ichiran/5800807.html

① 旅行者の流れを把握していること ●
2021年の小豆島地域公共交通計画策定にあたり、ビッグデータ等を活用して島
外移住者の人流等を把握している。

② 観光が要因となっている道路渋滞に関する課題を調査によ
り把握していること

●

具体的な調査は行っていないが、自治会や公共交通事業者、関係行政機関等
が参加する小豆島地域公共交通協議会において、道路渋滞に関する報告があ
れば、課題を情報共有している。
観光スポットの1つであるエンジェルロードは駐車場の整備をする前、交通渋滞が
問題となり、調査を実施し第2、3駐車場を設けた。

③ 観光地に至る公共交通機関における混雑に関する課題を
調査により把握していること

●
具体的な調査は行っていないが、自治会や公共交通事業者、関係行政機関等
が参加する小豆島地域公共交通協議会において、公共交通機関の混雑に関す
る報告があれば、課題を情報共有している。

④ 地域における混雑に関する課題を調査により把握しているこ
と

●
具体的な調査は行っていないが、自治会や公共交通事業者、関係行政機関等
が参加する小豆島地域公共交通協議会において、地域における混雑に関する報
告があれば、課題を情報共有している。

⑤ 課題が生じている場合、対応策を講じていること（混雑対
策）

●
混雑等の課題が生じた場合は、小豆島地域公共交通協議会等において議論
し、対応策を講じている。

①  旅行者に向けて、ポジティブな行動を奨励していること（マ
ナー啓発）

●
マナー啓発を含む持続可能な観光PR動画をR5年度完成する予定。その動画を
船や各港で発信する。

② 問題が生じている場合、対策を講じていること（マナー違反
対策）

●

棚田のある中山地区では、観光客の路上駐車や耕作地への侵入を防ぐため、駐
車場への誘導看板や散策時のマナーを啓発する案内看板を多言語で設置してい
る。
その他の文化財においても、問題が生じた場合、マナー違反に関する看板の設
置、地元ガイドがマナーに関する説明を行っている。

・中山地区における観光客・地域住民・景観に
配慮した取組み

③ ツアーガイドを対象に、旅行者へのマナー啓発を促進するため
の研修があること

●
現在活動しているガイド団体やガイド養成事業において、研修の中でマナーの啓発
も行っている。対旅行者のマナー啓発を目的とした研修は実施していないが、今後
のガイド研修の中で実施していく予定である。

① 解説が、地域のストーリーとして地域住民と協力して作成され
ていること

●

令和元年度に日本遺産に認定されたせとうち備讃諸島の石の島のストーリーやそ
の構成文化財について解説するためのガイドマニュアルを作成している。実際にガイ
ドを行う大半は地元の方であるため、地域の伝統文化などに詳しい方にもヒアリン
グを行い制作した。

② 解説文は、旅行者に適した言語で伝えられていること ●

日本遺産の構成文化財となっている場所には日英で解説した看板を設置してお
り、看板に表記したQRコードより専用HPへアクセスができ、HPでは日・英・中
（繁・簡）・韓で閲覧が可能となっている。
パンフレットの多言語化も実施している。

せとうち石の島HP
https://stone-islands.jp/

③ 解説内容を活用しているツアーガイドの研修があること ●

・小豆島観光ボランティアガイド研修
・小豆島観光協会のガイド研修
・日本遺産ガイド研修
・瀬戸内国際芸術祭ガイド研修

D1 自然遺産 ① 自然遺産のリストがあること ●

＜香川県景観形成指針＞
香川県の特性に応じた景観形成の基本的な考え方を示した『香川県景観形成指針』が平成19
年3月に策定され、県、町、事業者、住民で連携、協働して景観形成へ取り組んでいる。
参考資料: 香川県観形成指針
小豆島町の景観資源についての記載
*自然の景観資源（寒霞渓）添付資料P6
＜瀬戸内海国立公園＞
小豆島町は、日本で最初の国立公園の一つとして1920年に指定された瀬戸内海国立公園を代
表する景観である寒霞渓を中心に町全体面積の約40%にあたる3,753haが国立公園に指定され
ている。
参考資料：【抜粋】瀬戸内海国立公園（香川県地域）指定書及び公園計画書
＜国・県・町指定天然記念物＞
国が定める「文化財保護法」やその他、県・町が定める条例によって、重要なものの指定・登録を
行っている。それらに基づき指定された天然記念物について、リストアップがなされている。

土庄町
国・県指定
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/11/bunkazai1.pdf
町指定
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/11/bunkazai2.pdf
・香川県希少野生生物の保護に関する条例
https://en3-jg.d1-law.com/kagawa-
ken/d1w_reiki/41790101004400000000/41
790101004400000000/4179010100440000
0000.html

① 旅行者の流れを把握していること ●
2021年の小豆島地域公共交通計画策定にあたり、ビッグデータ等を活用して島
外居住者の人流等を把握している。

② 観光が要因となっている道路渋滞に関する課題を調査によ
り把握していること

●
具体的な調査は行っていないが、自治会や公共交通事業者、関係行政機関等
が参加する小豆島地域公共交通協議会において、道路渋滞に関する報告があ
れば、課題を情報共有している。

③ 観光地に至る公共交通機関における混雑に関する課題を
調査により把握していること

●
具体的な調査は行っていないが、自治会や公共交通事業者、関係行政機関等
が参加する小豆島地域公共交通協議会において、公共交通機関の混雑に関す
る報告があれば、課題を情報共有している。

④ 地域における混雑に関する課題を調査により把握しているこ
と

●
具体的な調査は行っていないが、自治会や公共交通事業者、関係行政機関等
が参加する小豆島地域公共交通協議会において、地域における混雑に関する報
告があれば、課題を情報共有している。

⑤ 課題が生じている場合、対応策を講じていること（混雑対
策）

●
混雑等の課題が生じた場合は、小豆島地域公共交通協議会において、協議し
対応策を講じている。

① 旅行者に向けて、ポジティブな行動を奨励していること（マ
ナー啓発）

●
マナー啓発を含む持続可能な観光PR動画をR5年度完成する予定。その動画を
船や各港で発信する。

② 問題が生じている場合、対策を講じていること（マナー違反
対策）

●

寒霞渓や四方指では、ごみのポイ捨てや国立公園での採取の禁止などを呼び掛
ける看板を設置している。
二十四の瞳映画村では、施設に隣接する海岸への漂着ごみを観光客と共に清
掃するという観光プランを計画中。実際に海岸清掃を体験してもらうことで旅行マ
ナーやごみ問題への意識向上を図る。他にも地域で「旅行×ＳＤＧｓ」の取組が
広がっている。

・寒霞渓_マナー啓発看板

③ ツアーガイドを対象に、旅行者へのマナー啓発を促進するため
の研修があること

●
現在、研修は実施していないが、ガイド団体やガイド養成事業において、今後実
施する予定。

① 脆弱で絶滅が危惧される野生生物やその生息・営巣地・生
育地の一覧が作成されていること

●

香川県では、2004年に県内に生育する野生生物の実態を取りまとめた「香川県
レッドデータブック」を作成しており、絶滅の危機に面する希少生物の増加などによ
り更なる調査をすすめ、2021年に改訂版「香川県レッドデータブック2021」を発行
している。

香川県希少野生生物に関する情報
https://www.pref.kagawa.lg.jp/midorihoze
n/seibutu/hogo_jyore/index2.html

② 環境への影響の調査を行い、生態系、野生生物を保護する
取組があること

●
香川県が定める「香川県希少野生生物の保護に関する条例」に基づき、観光地
にも生息する指定希少野生生物の捕獲・採取などが行われないよう啓発してい
る。

香川県希少野生生物に関する情報
https://www.pref.kagawa.lg.jp/midorihoze
n/seibutu/hogo_jyore/index2.html

セクション C：文化的サステナビリティ

C8 観光資源の解説

C(a) 文化遺産の保護

C1 文化遺産の保護

C3 無形文化遺産

C(b) 文化的場所への訪問

C6 文化遺産における
旅行者の管理

C7 文化遺産における
旅行者のふるまい

D4 生態系の維持

セクション D：環境のサステナビリティ
D(a) 自然遺産の保全

D2 自然遺産における
旅行者の管理

D3 自然遺産における
旅行者のふるまい



③ 外来種に関するリストを作成し、侵入を防ぐための体制があ
ること

●
香川県では、県内の侵略的外来種の現状について県民に広く周知し、十分な理
解を得ることを目的に「香川県侵略的外来種リスト2021」を作成している。

香川県HP_香川県侵略的外来種リスト2021
https://www.pref.kagawa.lg.jp/midorihoze
n/seibutu/gairaiseibutu/gairailist.html

D5 野生生物の保護
① 野生生物の保護等に関して観察、餌付け等に関する規制が
あること

●
香川県の希少野生生物のリストや保護に関することの説明を記載している香川
県レッドデータブックがある。

香川県希少野生生物に関する情報
https://www.pref.kagawa.lg.jp/midorihoze
n/seibutu/hogo_jyore/index2.html

D6 動物福祉
① 観光事業者とガイドに対して、法律、規制及びガイドラインを
周知していること

●
小豆島観光ボランティアガイドクラブの研修では、観光地に自生する動植物の採
取や捕獲などは自然公園法のもと禁じられていることの周知を行っており、ガイドの
際も観光客に注意喚起を行っている。

① エネルギー消費量を定期的にモニタリングし、削減するための
取組があること

●

土庄町・小豆島町地球温暖化対策実行計画
小豆島町と土庄町（隣町）の温室効果ガス排出量について、2030年度までに
2013年度比26％減を目標とする。
二酸化炭素排出量（2町計）
2013年度 512,857→2019年度 430,778ｔ→2030年度 379,514ｔ（目
標）
温室効果ガス削減目標の達成のための個別の対策・施策を設定しており、その
中で再生可能エネルギー等の利用促進に関する目標がある。

土庄町住宅用太陽光発電設備設置費補助
金
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/4/sun.pdf
土庄町・小豆島町地球温暖化対策実行計画
【区画施策編】
・小豆島町住宅用太陽光発電設備設置費補
助金
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyous
ei/kakuka/sumaiseisakuka/sumai/453.html

② 化石燃料の依存度を低減し、再生可能エネルギーの使用を
促進する政策や取組があること

●

・公共施設や外灯のLED化、避難所となる公民館等への太陽光発電設備の整
備など、省エネ対策を推進している。
・電気自動車やPHV車の普及推進のため、庁舎や主な観光施設、港に急速充
電設備を整備し、無償供与している。
・家庭用の太陽光発電設備設置に対する助成制度を設けて、再生可能エネル
ギーの活用を推進している。

土庄町エコオフィス計画
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/mat
erial/files/group/4/ecoofficeplanning.pdf
・公民館等における太陽光発電量及びCO2削
減量（過去5年間）
・小豆島町衛生統計（2019年度）
・急速充電設備（小豆島町役場庁舎）
・公衆トイレの太陽光・風力発電設備（釈迦ヶ
鼻園地）
・小豆島町住宅用太陽光発電設備設置費補
助金交付要綱

D8 水資源の管理 ① 事業者が、節水に努めていること ●

香川県では「香川県雑用水利用促進指導要綱」に基づき、県内で建築面積1
万平方メートル以上の大型建築物を新築又は増築する場合、雑排水や雨水等
をトイレ洗浄水に再利用するための雑用水利用施設の設置を促進している。
当町では小豆島中央病院が当要綱に沿って雑用水利用施設を設置し、平成
31年に節水型社会の実現に向けてのモデル的な建物として、「節水型街づくりモ
デル建築物」のプレートを贈呈されている。

香川県HP_雑用水利用の促進について
https://www.pref.kagawa.lg.jp/mizusigen/
mizu/save_water/zatuyousui.html

① 水質に問題があれば、早急に対応策を講じる体制があること ●
香川県広域水道企業団が毎日水質検査を行っており、異常があればすぐに対
応できる体制となっている。

②  使い捨てペットボトルの飲用水の利用から転換を促す、地
域における飲料水の水質に関する旅行者向けの情報があること

●
一般向けに、地域の水質について日々の水質検査結果をとりまとめ、香川県広
域水道企業団のHPにおいてその結果を公表している。

香川県広域水道企業団HP_令和４年度水質
検査結果
https://union.suido-
kagawa.lg.jp/uploaded/life/11715_25697_
misc.pdf

① 浄化槽等の立地、維持管理、検査について、規則や条例、
ガイドラインがあること

●
浄化槽法で浄化槽の保守点検、清掃及び法定検査について、浄化槽管理者に
義務付けられている。

浄化槽法
https://elaws.e-
gov.go.jp/document?lawid=358AC100000
0043

② 効果的に処理・再利用する観光事業者を支援する取組が
あること

●
河川や海の環境を守り、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図ることを目的と
して、合併処理浄化槽の設置費用の一部を補助する「合併処理浄化槽設置整
備事業補助金」制度を設けている。

土庄町合併処理浄化槽設置整備事業補助金
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/section/
reiki_int/reiki_honbun/o116RG00000312.html
小豆島町合併処理浄化槽設置整備事業補助金
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyousei/k
akuka/sumaiseisakuka/jyokaso/1360.html

③ 排水による地域住民と環境への悪影響を最小にする取組が
あること

●
河川や海の環境を守り、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図ることを目的と
して、合併処理浄化槽の設置費用の一部を補助する「合併処理浄化槽設置整
備事業補助金」制度を設けている。

土庄町合併処理浄化槽設置整備事業補助金
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/section/
reiki_int/reiki_honbun/o116RG00000312.html
小豆島町合併処理浄化槽設置整備事業補助金
https://www.town.shodoshima.lg.jp/gyousei/k
akuka/sumaiseisakuka/jyokaso/1360.html

① 廃棄物削減や再利用、リサイクルに関する観光事業者向け
の取組があること ●

島内のオリーブ事業者が、循環型農業の取組としてオリーブの剪定枝を堆肥化したり「オリーブ牛」
の餌としてオリーブの搾りかすを飼料化する取り組みを行っている。
＜オリーブ剪定枝の堆肥化＞
道の駅小豆島オリーブ公園が2012年より取り組み、2016年より「オリーブ堆肥」として商品化し販
売している。
＜オリーブの搾りかすの飼料化＞
・東洋オリーブ株式会社
・株式会社アグリオリーブ小豆島

・小豆島オリーブ牛
https://1st-olivebeef.jp/works/compost/

② 再利用またはリサイクルされない廃棄物の最終処分は、安
全が確保されていること

●
現在の最終処分は埋立処分となっているが、令和6年からの運用を目指し、新た
な中間（破砕選別）処理施設を整備し、持続可能な地域社会の実現を目指
す計画が進んでいる。

【中間処理施設の整備】第2期小豆島町の総
合戦略(基礎施策の取組内容)

D12
温室効果ガスの
排出と気候変動
の緩和

① 温室効果ガスの排出量をモニタリングし、削減する取組があ
ること

●

土庄町・小豆島町地球温暖化対策実行計画
小豆島町と土庄町（隣町）の温室効果ガス排出量について、2030年度までに2013
年度比26％減を目標とする。
二酸化炭素排出量（2町計）
2013年度 512,857→2019年度 430,778ｔ→2030年度 379,514ｔ（目標）
温室効果ガス削減目標の達成のための個別の対策・施策を設定しており、その中で再
生可能エネルギー等の利用促進に関する目標がある。
レンタサイクルの普及・・・シェアサイクリングサービスの「ハローサイクリング」が島内のホテル
や港、観光地に電動自転車の貸し借りができる無人ステーションを設置しており、レンタ
サイクルでの観光を促進している。
パーク＆ライドの推進・・・観光だけでなく地域住民が通勤通学の際、最寄りのバス停ま
で自転車で行き、バスに乗り継ぎができるよう、バス停に隣接する駐輪場の整備を進め
ている

・シェアサイクリング「ハローサイクリングHP
https://www.hellocycling.jp/h_island/

① 地域内での徒歩や自転車での移動の奨励と安全確保を
行っていること

●

2016年に策定した小豆島地域公共交通網形成計画において「過度な自動車
利用に頼らない小豆島」を一つの基本方針とし、高額であったバス運賃を上限
300円とした。また、交通結節点における駐車場や駐輪場を整備し、パーク＆ライ
ドやサイクル＆ライドを推進するなど、公共交通機関である路線バスの利用促進
を図っている。また、レンタサイクルの普及の一環で、シェアサイクリングサービスの「ハ
ローサイクリング」が島内のホテルや港、観光地に電動自転車の貸し借りができる
無人ステーションを設置しており、レンタサイクルでの観光を促進している。

② モビリティの活用に関して、低炭素自動車の導入等により環
境に配慮していること

●

電気自動車やPHV車の普及推進のため、庁舎や主な観光施設、港に急速充電
設備を整備し、無償供与している。公用車にも電気自動車を取り入れている。
また、トヨタカローラと連携し、観光客向けのトヨタ超小型電気自動車を島内の企
業に納入した。小豆島ふるさと村でも、豆モビ（電気自動車）の貸出を行ってい
る。

土庄町トヨタカローラ協定
https://www.orangetoyota.jp/orangemont
hly/orangemonthly202205
・急速充電設備（小豆島町役場庁舎）
・小豆島ふるさと村HP_電気自動車「豆モビ」
https://www.shodoshima.jp/activity/1558.
html

D14 光害
① 光害が発生している場合、その原因を特定し、対策を講じて
いること

●

環境省の「光害対策ガイドライン」につては認識しているが、大型の屋外広告物照
明や観光施設を有していない地域である。『香川県屋外広告物条例』に基づき、
広告物の設置に係る一般基準において「蛍光、発光又は反射を伴う塗料又は
材料を使用していないこと」として制限している。
同条例により島内の主要地方道である寒霞渓公園線は「自然景観を保全する
必要がある地域を通過する道路」として、一部区間において、照明施設や支柱を
含む広告板の高さに対して一般的な基準の半分（5m以下）の制限と定められ
ている。

D15 騒音
① 騒音問題が発生している場合、その原因を特定し、対策を
講じていること

●

香川県は、『香川県環境基本計画』において、下記の通り騒音規制に関する施
策を定めている。
・市町に対する騒音・振動対策に関する技術的助言に努めるとともに、騒音規制
法や振動規制法に基づき、必要に応じて、騒音・振動規制地域の見直し(拡大)
を行うなど、騒音・振動防止対策の推進を図る。
・香川県生活環境の保全に関する条例に基づき、航空機による宣伝やカラオケな
ど騒音規制法の対象となっていない日常騒音を規制する。
・自動車による交通騒音を監視するため、幹線交通道路に面する地域の面的評
価を行うとともに、高松空港周辺地域における航空機騒音調査や本州四国連
絡橋の鉄道騒音調査を実施し、必要に応じ、関係機関に対して騒音低減対策
の要請等を行う。尚、小豆島は、現時点で騒音の規制を要する規制地域には指
定されていない。

D11 廃棄物

D13 環境負荷の小さ
い交通

D(b) 資源のマネジメント

D7 省エネルギー

D9 水質

D(c) 廃棄物と排出量の管理

D10 排水


